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O
朝
群
に

於
げ

る
「

シ

ペ

リ

ヤ

ノ

ロ

ジ

ヵ
」

　
衣
に

著
者
ば

Q
ミ
§

§
壗
題

き

竜
汽

ミ

毫
§

§
諏〜

尋〜、
ウ

遵
転

に

就
て

逡

詑
を
な

し、

就

中、

膽

汁

を

小

管
の

中
に

容
れ

約
Ul

冨
。

ρ

の

氷
室

中
に
ニ

ー
三

日

間
入

れ

置
く

時
は

胞
子

の

生
舵

を

促
進
せ

し

む
て

ふ

趣
味
あ
る

毒
載
を
な

せ

蚕。
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む
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題
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一

〇
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し

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（

石
川
金

太
郎
）

　
　

　

　

　

（

府
下

中
野
町

蠶
業
試
驗
揚

内
）

ー

雑

鍮

　

　

●
朝
鮮
に

於
け
る
「

シ

ベ

リ

ア

ノ

・

ジ

ヵ
」

　

朝
鮮
に

普
逋
の

ノ

ロ

ジ

カ

　（
q
起
恙
oN

翳

富

き
裁
帆

富

§
『

亀
帖

臼

蓉
畢
・。

）

が

多
ー

居
る

事
は
日

般
に

知
れ

渡
つ

で

居
る

が
、

「

シ

ペ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

カ

」

［

負℃
愉
喫
℃

辱
唾

蕊
哈
讐
馬

象
梅

讐
翁

鶯》
卜
目
叫

ト
切

）

］

が

居

る

と

云

ふ

事
は

ピ
侵

冨
国
国
唄

葵

が

較
く

指
示
し
て

居
る

以

外
に

は

餘
り
一

般
的
に

信
ぜ

ら

れ
て

は

居
ぬ

様
で

あ
る

（

日

本
の

學
者
は

未

だ

朝
鮮
を

も

含
む

日

本
動
物

中
に

加
へ

て

居
の
）

。

ピ
団

冨
爿

臣
口

の

根

鏤
と
す
る

所
は
大

英

博
物

館
に

て

得
陀

朝
鮮
産
の
一

頭
の

雌

が

形
態
大

に

し
て

何

分
ノ

ロ

ジ

カ

ら

し
く
な
く

「

シ

ベ

リ

ア

ノ

゜
ロ

ジ

カ

」

ら
し
い

と
云

ふ

所
に

あ
9、

そ

れ

で

後
者
は

冬
期
に

は

滿

洲
叉

恐

ら
ぐ

北

部
朝

鮮
迄
も

南
下

す
る

と

述
べ

て

居
る

の

で

あ

る
。

丶

〉

，

一
六

　
　

朝
鮮
北

境
會
寧
の

小

池
奥
吉
氏
か

ら

予
が

預
つ

て

居
る

材
料
中

　

に

會
寧
附
近

大

徳
洞
發

見
の

鹿

角
破

片
が

あ
る。

氏
は

現
代
の

も

　

の

に

非
す

古
代
の

も
の

と
註
し
て

居
る

が、

如

何
に

も

或
る

程

度

　

の

奮
さ

の

さ

び
を

呈
し
て

居
る

。

但
し

洪
積
世
迄

溯
る

程
に

舊
き

　

も
の

で

あ
る

か

否
か

ば

勿

論
到
斷
の

限
り

で

は

無
い

。

｛

　
　

こ

の

鹿

角

破
片
は

ノ

ロ

ジ

カ

屬
叉

角
の

第
噌

及

簾
二

分

競
（

ノ

　
ロ

ジ

ガ

屬
と
し
て

の

分

岐
番
號
）

問
に

て

折
れ

だ
上

孚
を

示
す

破

　

片
で

あ
る。

ノ

ロ

ジ

カ

屬
と
し
て

は

甚
だ

大

形
の

叉

角
で

あ
る
。

　

今
予
の

手

許
な

る
「

ノ

ロ

ジ

カ
」

及
「

シ

ベ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

カ
」

の

叉

角

　

と
問

題
の

叉

角
破
片

と
の

若
于
の

測
定

を
示

す
。

比

較
材
料
の
ノ

，

　
ロ

ジ

カ

ニ

頭
は

共
に

十
分
成

熟
し
た

も

の

で

あ

り、

同
じ

く

「

シ

　
ベ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

カ
し

一

頭
鳳

漸
く

成

熟
に

逮
し
だ

る

許
り

程
の

若

　
い

も
の

で

め
る

。

勿

論
叉

角
あ
る

ノ

ロ

ジ

カ

風
と

だ

け

云
へ

ば

性

　

は

逋
ぶ

る

迄
も
な

い
。

　
　

測
定

ω
は

第
二

分
岐
（

内
後

枝
分

岐
）

の

上

灣
に

於
け
る

分

岐
點

　
よ

り

叉

角
幹
の

頂
點
迄

．

同

 
は

同
分

岐
點
よ
り

内

後
岐
の

頂
點

　

迄、

同

 
は

同

分
岐
點

下
二

十

粍
の

厨

に

於

け

る

叉

角

幹
の

最

　
大

直
徑．

同
 
は

同
箇

所
に

於

け
る

叉

角
幹
の

周

園．

同

 
は

叉

　

角
幹
頂
點
下

六
十

粍
の

所
に

於
け

る

第
二

分
岐
以

上

叉

角

幹
の

周

　
回、

同
 
ば

叉

魚

幹
頂
點
下
二

十
五

粍
の

駈
に

於

け
る

同

周

回
。

　
同
の
は

内
後

枝
頂

點
下

三

十

粍
に

所
に

於

け

る

内

後

枝
の

周

回

　
で

あ
る．

頂
點

何
粍
下

の

所
の

周
回
と

せ

し

は

第
二

分

岐
以

上

　
叉

角
幹
及

内
後

枝
の

尖
鈍
如

何
を

見
る

た

め

爲
で

む
ム

。

單
位
は

　
凡
て

粍
。
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劉
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彗
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i　　
匡　　　
ヒ　　
し

簿
詠

　
　
　
　

財

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

計

軸

O

目

り

曽
　
　
駆

ゆ

ー

G◎
GQ

1

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
P　
「

1

罫
（
。。
じ。

砕
）

悼
鵠

博

O

qGq

「

もQ
同

ー

　

　
　

　

　

　

　

　

1
ー　ヒ
ト．幽」「

鸛
蠹
　
　一

“

μ

冨

bo
 

雪
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弓σ

 

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

測
定
CD
働
 
及
ω
は
ノ

ロ

ジ

カ

ニ

頭
は

十
分
に

發
百

し、

シ

ベ

爿
ノ

ロ

ジ

カ

一

頭
は

不

十
分
に

發

育
し

耙

も
の

で

あ
る

事
を

念

頭
に

置
い

て

見

ね
ば
な

ら
の

。

後
者
は

若
き

に

も

拘
ら

す

測
定

 

及
の
の

憊
が

大
で

あ
り、

前

者
の

如
く
に

十
分
發

育
し
セ

ら．
，

曉

　
に

は
一

層
大
な
る

殖

を
示
す

で

あ

ら
う
の

形

勢
を
示
し
て

居
る

。

　
こ

れ

後
者
が

形

態
も
叉

角
も

甚
だ

大
で

あ
る

事
に

相

憑
す
る

。

而

し
て

問

題
材
料
は

十

分
に

大

な

る

値

を
示

し
て

居
る

。

瀏
短

 
に

　
於
て

は
ノ

ロ

ジ

カ

ニ

頭
は

小
な

る

値

を
示

し、
「

シ

ベ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
の

　
カ
」

及
問

題
材
料
は

大
な

る

殖

を
示
す

。

即

ち
前
者
に

於
て

ほ

餘

、

計
に

細
く

尖
う、

後
者
に

於
て

は

餘

計
に

太
く

鈍
い

の

で

あ

る
。

　
こ

れ

も

叉

角
の

大
小

に

相
應

す
る

も
の

で

あ

ら
う、

測
定
 
及

の

　

に

於
て

は
「

シ

ベ

プ

ア

ノ

ロ

ジ

カ
」

は
叉

角
の

枝
が

若
く

短
く

あ
つ

　
て

該
當
す
る

測
定
を
な

し

得
な

か

つ

彪

け

れ
ど
も、

ノ

ロ

ジ

カ

彎

　

問

題
材
料
の

關

係
に

於
て

矢
張
り

測
定

 
に

見

え
π

所
に

李
行
し

　

　

　
　（
難

　

　
録
）

　
O
朝
鮮
に

於
げ
る
「

シ

ベ

シ

ヤ

ノ

ロ

シ

カ
」

ね

も
の

が

あ

り、

ノ

ロ

ジ

カ

に

於
て

は

殖
が

小

く、

問
題
材

料
に

於
て

は

値
が

大
き

い
。

殊
に

ζ
ジ

カ

第
二

材
料
は

測

定
 
に

於

て

問

題
材
料
よ
り

大
な

る

に

も

拘
ら

す、

測

定
 
及

 
に

於
て

周

題
材

料
よ

う

小
な

の

で

あ
る

。

尖

鈍
の

差
は

甚
だ

著
し
い

乏
云

は

ね

ば
な

ら
戯

。

　

之
を

要
す
る

に
ノ

ロ

ジ

カ

ニ

頭
に

見

ら
れ

陀

奴
き
叉

角
を
唯
に

大

き
く

し
記

丈
で

は

問
題
材
料
の

如
く

は

な

ら
ぬ
。

殊
に

前
者
は

＋

分
發

育
し

陀

も
の

で

あ

る
。

反
之
「

シ

ペ

リ

ァ

・

・

ジ

ヵ
」

一

頭

に

見

ら
れ

陀

如
き

叉

角
を

更
に

大
き

く

す
れ

ば

問
題
材
料
の

如
き

に

到

逹
す
る

で

あ

ら

ヲ
事
は

十
分
に

豫

期
し
得
ゐ

。

殊
に
こ

の

前

者
は

未
だ

十
分
に

は

發

育
せ

訟

も
の

で

あ
る．

　
「

シ

ベ

リ

ア

ノ

ロ ．
ジ

カ
」

の

叉

角
の
一

特
徴
と

し
て

疣
の

發
育

著

し
い

事
が

邇
べ

ら
れ
て

あ
る
。

H

旨
じ

塁
饕
葺

の

寫
眞
で

見
る

と
第

二

分
岐
以

上

の

部
泡

も

疣
の

あ
る

も
の

が

あ

る
。

問
題

材
料
に

於

て

も

矢
張
り
同
樣
の

上

方
泡

疣
が

見
ら

れ
る

。

ノ

ロ

ジ

カ

ニ

頭
の

叉

角
で

は

下

部
に

於
て

は

疣
が

よ
く

發
育

し
て

居
る

が、

斯
く

上

方
迄
は

疣
が

無
い

。

　一

頭
で

は

第
一

分
岐
附

近
に

疣
の

上

限

が

あ

り
、

一

頭
で

は
一

騒
下

方
の

部
に

疣
の

上

限
が

有
る

。

予
の

「

シ

ベ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

カ
」

材

料
の

叉

角
は

疣
の

發

育
惡
し
い

が
、

こ

れ

は
若
い

か

ら

止

む

を
得
ぬ

。

　

尚

屬

乃
至

同
亜

屬
内
の

種
を
叉

角
に

て

識

別
し
や

う
な

ど
3
は

危
瞼

を

俘
ひ

勝
ら

で

あ
る

事
は
云

ふ

迄
も

無
い

。

併
し

そ
れ

に

も

向
ら

程

度
が

あ
ち

階
梯
が

あ
る。

ノ

・

ジ

カ

對
「

シ

ペ

ヲ

ア

ノ

。

ジ

カ
」

の

如
く
大

小
に

甚
だ
し

き
徑
庭

あ
る

揚

合
に
は

さ

る

到
斷

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
一
七

」
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（

雜

　

　
録
）

　
O
孚

水
棲

象
鼻
蟲

に

も
或
る

程

度
の

概
然

度
が

認
め

ら
れ

て

然
る

べ

き

で

あ
る

。

茲

に

觀
察
1

得
だ

成

績
の

範
園

内
に

於
て

到
斷
を

行
る

べ

く

ば、

問

題
材
料

が

ノ

・

ジ

カ

に

屬
す
る

の

可
能

度
は

至

つ

て

小

く
・

「

シ

ベ

ソ

ァ

ノ

ロ

ジ

ヵ

」

に

屬
す
る

の

可
能

度
は

大

き
い

と
云

は

ね
ば

な

ら

譫
。

　
「

シ

ベ

リ

ア

ノ

ロ

ジ

カ
」

は

夏
に

は

湖
邊
沼

澤
地

等
の

卒

野
を
逍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

つ

蓬
す
る

が

冬
に

は

由
地

の

森
林
に

却
き、

十
一

月
の

降
雪
の

頃
三

百
乃

至

五

百
の

大
群
に

集
合
し

て

滿

洲
に

移

動
〔

、

翌

春
三

四

月

の

交
再
び
シ

ペ

リ
ア

に

蹴
來

す
る

と

の

事
で

あ
る

。

候

鳥
に

勤
す

る

詞

を
案
出
ず

れ

ば

候

獸
と

も
云

は

る

べ

き
も
の

で

あ
る

。

但

し

雪
の

烈
し
ー
無

か

つ

空
八
八

二

年
に

は
大

群
に

も

集
ら
す
小

群

に

集
つ

た
丈
で

移
動

し
な

か

つ

た

由
で

あ
る。

ノ

ロ

ジ

カ

に

は
こ

の

候

獸
習

性
が

無
い
。

訓

べ
，

恥
ろ
並
に

滿
洲

と
朝

鮮
と
は

接
壤
地

で

あ
る

。

満
洲
に

南
下

す

る

程
な

ら
ば

北

部
朝
鮮
の

束
牛

部
附
近

に

も
到
家

し
て

然
る
べ

き
で

あ
る

。

H

良

含
置

夐
；

の

朝
鮮
産
材
料

は

冬
毛
で

あ
つ

た

と
あ

る
。

予
は

今

回
の

問

題
材
料
を

見
る

に

附

け

て

も，

ト、

導
藁…
自［西

の

所
逑
を

暗
に

放

置

す
る

の

必

要
無

き
を

恕
ふ

。

即
ち

候
鳥
が

採

録
さ

れ

る

限
b
候

獸
売

り

と
も

「

シ

ベ

リ

ァ

ノ

ロ

ジ

カ
」

が

朝
鮮
を

も
含
む
日

本

動
物

名

彙
中
に
一

座

席
を

與
へ

ら
れ

て

然
る
べ

き

で

あ

ら

う
。

　

　

　

　
（

松
本
彦
七

郎
）

　

　

●
牛
水

接
象
鼻
蟲

　
ゾ

ウ

ム

シ

の
一

部
の

成
蟲
が

水

面
上

を
運

動
す
る

こ

と
に

就
て

は

既
に

亨い

自
⊂一・

§

9
宀

象
言
2c

声

犀
耄
自
にM

寓

≧
°。

匡」
ピ

昌

等

齢

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

→
八

　

の

記

邇
あ

り

て

b
遷
§
卸

卜

§
爵
ミ

ミ
§
、

唱〜
さ
、

ミ
ミ
羹

等
の

成
蟲

　

が

水
上

を
蓮

動
す
る

こ

と
知

ら
る

。

此

等
の

ゾ

ウ

ム

シ

の

幼
蟲
は

　

水
草
を

食

ひ

從
て

成
蟲
は

水

邊
に

發
見
せ

ら
る

劣

こ

と
多
し。

　
　

予
は

イ

ネ

ゾ

ク

ム

シ

き・
ミ
ミ
ミ

§
ミ
窰

乾｝°

の

成

蟲
及
ゾ

ウ

ム

　

シ

一

種

S
〜
影
〜

§
、

ミ
譱

く）・

の

成
蟲
が

水
上

を
逕

動
す
る

を

見
だ

｛
　

り
。

此

等
の

昆
蟲
は

沼
の

水

邊
に

棲
み

前

種
は

水

邊
の

地
上

を

速

　

に

歩
行

す

る
こ

と
多

し
。

　
　

此

等
の

昆
蟲
の

體
の

表

面
に

は

多
く

の

鱗
片

を
有

し
て

水
に

濡

　

れ

る

を
防
ぐ

を
以
て

昆
蟲
が

水
上

に

落
下

し
て

も

體
は

表

面
張

力

　

あ
る

水
の

寿

面
を

破
る

こ

と
な

く

體
の

下

而
を
水

面
に

接

し
て

體

　

を
水
上

に

保
ち

全

肢
の

腿

篩
及

脛

節
を

水
面
に

接
し
脛

節
の

先
及

　

附
節
は

水

中
に

入
り

或
は

水

上
に

在
り

。

　
叉
 

讐
ミ、

ミ、
ミ
ミ
靄

受
 ・

　

に
て

は

口

吻
の

先
を

水
面
に

接
す、

甲

蟲
の

體
の

表

面
に

鱗
片
の

存
す
る

蠱
・

逋
な

る

こ

と
に

し
て

水

邊
に

棲
ま

ざ
る

多

數
の

ゾ

ウ

　
ム

シ

及
コ

ガ

ネ

ム

シ

（

頓

舞
霎

ぎ
o

熱
お

）

の
一

部
カ

ッ

コ

ゥ

ム

シ

（

⊆
。

．一、
一

笋
。）

の

蔀
等
は

體
に

多
數
の

鱗
片

を

有
す

。

從
て

水

邊

　
の

ゾ

ウ

ム

シ

の

鱗
片
は

特
に

水
に

適
應

し
た

も

の

と
は

云

ふ

こ

と

　

能
は

す
。

水

面
上
の

前

進
は

次
の

方
法
に

て

行
は

る、

左

右
の

後

　

肢

を
同

時
に

水

面
ト

に

後

方
に

動
か

す
時
左

右
の

中
肢
を

同
時
に

冖
　

後
方
に

動
か

す．

之

と
同

時
に

左
右
の

前
肢

を
前

方
に

動
か

し
て

　
水

面
上
を
前

進
す。

　
　
宙
。

ミ
鴫静
。

、

ミ
ミ

ミ
恥

は
後

肢
を

動
か

す
こ

と
少

な

け

れ

ど
も

前

進

　
は

甚
速
な

り
。

多

數
の

牛
水

棲
甲
蟲

例
へ

ば

水

邊
の

ゴ

ミ

ム

シ

　
（

O
僧
月

望
び

監
尠

Φ
）

及

水
邊
の

ハ

ネ

カ

ク

シ

　
（

oQ

言

喜
注
巳

貯
。

）

等
の

大
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